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―
―
江
副
さ
ん
は
昨
年
八
月
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
日
本
政

府
代
表
部
で
、主
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

江
副　

中
国
武
漢
か
ら
感
染
が
報
告
さ
れ
、
二
月
に
は
日
本
で
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
で
の
感
染
拡
大
が
大
き
く
報
じ
ら
れ
た

こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
当
初
は
主
と
し
て
ア
ジ
ア
の
問
題

と
い
う
認
識
で
し
た
。
し
か
し
、
三
月
中
旬
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

の
感
染
者
数
が
急
増
し
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
後
も
、
四
月
に
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
で
一
日
の
新
規
感
染
者
が
一
万
人
、
死
者
が
一
〇
〇
〇
人

を
超
え
る
日
が
出
る
な
ど
、
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
し
た
。
あ
の

四
二
丁
目
に
、
昼
間
な
の
に
全
く
人
影
が
な
い
。
本
当
に
異
様
な
光

景
で
し
た
。
国
連
も
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
が
、
会
議
は
バ
ー
チ
ャ
ル
で

む
し
ろ
活
発
化
し
た
の
で
、
自
宅
か
ら
ひ
た
す
ら
会
議
や
交
渉
に
追

わ
れ
る
毎
日
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
国
連
や
日
本
政
府
代
表
部
の
動
き
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

江
副　

世
界
的
な
感
染
の
拡
大
を
受
け
て
、
世
界
各
地
か
ら
マ
ス
ク

が
足
り
な
い
、
医
療
機
材
が
足
り
な
い
と
い
う
悲
鳴
が
聞
こ
え
て
く

る
の
で
、
国
連
と
し
て
そ
れ
に
い
か
に
対
応
す
る
か
が
喫
緊
の
課
題

に
な
り
ま
し
た
。

　

国
連
で
は
、
三
月
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
グ
ロ
ー
バ

ル
人
道
支
援
計
画
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
日
本
政
府
と
し
て
は

外
務
省
国
際
保
健
政
策
室
長

江
副 

聡

コ
ロ
ナ
が
世
界
的
に
感
染
拡
大
す
る
な
か
、
特
に
途
上
国
に
お
け
る

保
健・医
療
体
制
の
脆
弱
性
を
い
か
に
克
服
す
る
か
は
、喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
を
基
礎
に
置
い
た

保
健
外
交
の
着
実
な
歩
み
と
新
し
い
試
み
を
追
う
。

え
ぞ
え　

さ
と
し　

二
〇
〇
二
年
厚
生
労
働
省
入
省
。

〇
七
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ
デ
ィ
行
政
大
学
院
・

公
衆
衛
生
大
学
院
に
て
行
政
学
修
士
・
公
衆
衛
生
学

修
士
修
了
。ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
合
同
エ
イ
ズ
計
画（
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）、
厚
労
省
国
際
保
健
企
画
官
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、

Ｇ
７
等
担
当
）、
国
連
代
表
部
参
事
官
（
グ
ロ
ー
バ
ル

ヘ
ル
ス
等
担
当
）
な
ど
を
経
て
、
二
〇
二
〇
年
八
月
よ

り
現
職
。
医
師
・
医
学
博
士
。
共
著
に
『
グ
ロ
ー
バ

ル
保
健
ガ
バ
ナ
ン
ス
』、W

hy does global health 
m

atter to diplom
acy? 

な
ど
。

国
際
保
健
を
め
ぐ
る
新
た
な
連
帯
へ

—
—

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ
バ
レ
ッ
ジ
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
改
革

F
O
C
U
S

コ
ロ
ナ
危
機
克
服
の
見
取
図
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早
い
段
階
で
二
国
間
支
援
や
国
際
機
関
を
通
じ
た
支
援
を
活
用
し
、

保
健
・
医
療
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
な
国
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

で
一
七
〇
〇
億
円
を
超
え
る
医
療
・
保
健
分
野
で
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
加
え
て
、
来
年
度
に
か
け
て
最
大
五
〇
〇
〇
億
円
の
円
借

款
も
準
備
し
ま
し
た
。
規
模
の
面
で
も
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
支
援
が

で
き
た
の
で
、
国
際
社
会
、
途
上
国
か
ら
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
方
で
、
眼
前
の
感
染
拡
大
を
抑
制
す
る
た
め
の
諸
策
も
重
要
で

す
が
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
世
界
中
の
全
て
の
人
が
適
切
な
保

健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
支
払
い
可
能
な
費
用
で
受
け
ら
れ
る
こ
と
―

―
そ
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
ま
た
実
現
の
た
め
に
国
際
社
会
が
で

き
る
具
体
的
な
支
援
の
あ
り
方
を
考
え
る
機
会
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ

バ
レ
ッ
ジ
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
）」
で
す
。
Ｕ
Ｈ
Ｃ
は
日
本
の
国
際
保
健
外
交

の
根
幹
を
な
す
理
念
で
あ
り
、
政
策
と
い
え
ま
す
。
中
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
取
り
組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
も
直

結
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

―
―
日
本
は
以
前
か
ら
国
際
保
健
外
交
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

江
副　

国
際
保
健
協
力
は
日
本
の
得
意
分
野
で
あ
り
、
長
年
の
二
国

間
や
多
国
間
協
力
の
実
績
、
日
本
自
身
が
日
本
版
Ｕ
Ｈ
Ｃ
と
も
い
え

る
国
民
皆
保
険
制
度
な
ど
を
通
じ
、
経
済
成
長
や
健
康
長
寿
社
会
を

達
成
し
た
知
見
や
説
得
力
を
背
景
に
、
日
本
外
交
の
柱
の
一
つ
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
の
G
８
九
州
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で

は
感
染
症
を
取
り
上
げ
、
〇
八
年
の
同
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
保
健

シ
ス
テ
ム
強
化
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
一
三
年
に
は
「
国
際
保
健
外

交
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
一
五
年
に
政
府
と
し
て
「
平
和
と
健
康
の

た
め
の
基
本
方
針
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
同
年
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
に
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
盛
り
込

む
よ
う
強
く
主
張
し
た
の
も
日
本
で
し
た
。
ま
た
安
倍
総
理（
当
時
）

が
著
名
な
医
学
誌『
ラ
ン
セ
ッ
ト
』に
二
度
に
わ
た
り
日
本
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
寄
稿
さ
れ
た
ほ
か
、
一
六
年
の
Ｇ
７
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
、
第

六
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ⅵ
）、
一
七
年
の
Ｕ
Ｈ
Ｃ

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
一
九
年
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
、
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
な

ど
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
国
際
会
議
で
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
は
じ
め
議
論
を
主
導
し

て
き
ま
し
た
。

日
本
主
導
で
国
連
に
根
づ
く
Ｕ
Ｈ
Ｃ

―
―
国
際
的
な
保
健
政
策
は
、
主
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
を
中
心
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

江
副　

テ
ク
ニ
カ
ル
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
で
各
国
の

保
健
大
臣
が
集
ま
り
議
論
し
ま
す
。
一
方
で
、
近
年
は
資
金
調
達
や

法
制
度
の
整
備
な
ど
、
政
府
全
体
の
関
与
が
求
め
ら
れ
る
課
題
が
多
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く
、
こ
こ
二
〇
年
ほ
ど
は
重
要
な
保
健
課
題
は
国
連
総
会
で
扱
い
、

首
脳
が
そ
れ
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
、
と
い
う
流
れ
が
定
着
し
て
い
ま

す
。国
連
総
会
が
初
め
て
保
健
関
連
の
首
脳
会
合
を
開
催
し
た
の
は
、

二
〇
〇
一
年
の
エ
イ
ズ
特
別
総
会
で
し
た
。
そ
の
後
一
一
年
に
非
感

染
症
―
―
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の
生
活
習
慣
病
、
一
六
年
に
薬
剤
耐

性
、
一
八
年
に
結
核
、
一
九
年
に
Ｕ
Ｈ
Ｃ
、
そ
し
て
二
〇
年
一
二
月
に

は
新
型
コ
ロ
ナ
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
国
連
安
全
保

障
理
事
会
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
エ
イ
ズ
に
関
す
る
決
議
を
皮
切
り

に
保
健
課
題
が
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
四
年
、
一
八
年
に
は
エ

ボ
ラ
が
、二
〇
年
七
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

―
―
実
務
レ
ベ
ル
で
は
、
ど
の
よ
う
に
動
か
れ
ま
し
た
か
。

江
副　

二
〇
一
九
年
九
月
の
国
連
総
会
Ｕ
Ｈ
Ｃ
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に

つ
い
て
は
構
想
か
ら
開
催
、
首
脳
宣
言
の
合
意
ま
で
直
接
携
わ
り
ま

し
た
。
そ
の
一
環
で
、
一
八
年
一
二
月
に
Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
関
心
を
持
つ
い

く
つ
か
の
国
々
と
「
Ｕ
Ｈ
Ｃ
フ
レ
ン
ズ
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
有
志
国

の
集
ま
り
を
つ
く
り
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
で
あ
る
二
〇
三
〇

年
ま
で
の
世
界
で
の
Ｕ
Ｈ
Ｃ
達
成
に
向
け
、
国
連
加
盟
国
の
理
解
を

深
め
る
目
的
で
、
日
本
の
別
所
国
連
大
使
（
当
時
）
が
議
長
と
な
っ

て
始
め
た
も
の
で
、
そ
の
際
、
一
八
年
の
国
連
総
会
結
核
ハ
イ
レ
ベ

ル
会
合
を
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
成
功
に
導
い
た
日
本
へ
の
信
頼
感

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。実
際
、当
初
は
七
ヵ
国
だ
っ

た
の
が
、
現
在
は
六
五
ヵ
国
以
上
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
で
は
「
二
〇
二
三
年
ま
で
に
基
礎
的
医
療

を
新
た
に
一
〇
億
人
に
提
供
す
る
」「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
全
て
の

人
に
（
Ｕ
Ｈ
Ｃ
を
）
提
供
し
、
医
療
費
負
担
に
よ
る
貧
困
を
根
絶
す

る
」
な
ど
、
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
た
政
治
宣
言
が
合
意
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
こ
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に
は
、
世
界
の
首
脳
と
し
て
唯

一
、
安
倍
総
理
（
当
時
）
が
閉
会
式
に
招
待
さ
れ
、
日
本
の
国
民
皆

保
険
の
経
験
に
言
及
し
な
が
ら
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
重
要
性
を
世
界
に
向
け

て
改
め
て
訴
え
ま
し
た
。

―
―
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
時
の
対
応
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

江
副　

今
年
五
月
以
降
、
石
兼
国
連
大
使
を
共
同
議
長
と
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
フ
レ
ン
ズ
グ
ル
ー
プ
の
会
合
を
続
け
ま
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

事
務
局
長
、
国
連
副
事
務
総
長
、
国
連
総
会
議
長
、
日
本
か
ら
は
Ｗ

Ｈ
Ｏ
親
善
大
使
も
務
め
る
武
見
敬
三
参
議
院
議
員
な
ど
に
登
壇
し
て

い
た
だ
き
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
重
要
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
特
に
国
連
事
務

総
長
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
Ｕ
Ｈ
Ｃ
は
一

層
重
要
で
あ
る
と
コ
ミ
ッ
ト
し
た
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま

す
。
そ
の
後
も
日
本
と
し
て
は
、
国
連
事
務
総
長
に
新
型
コ
ロ
ナ
と

Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
関
す
る
政
策
ブ
リ
ー
フ
を
要
請
し
、
そ
の
発
出
の
際
に

一
二
〇
ヵ
国
の
賛
同
を
得
て
歓
迎
す
る
書
簡
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。
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ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
異
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
関
係
者
に
は
保

健
の
専
門
家
は
あ
ま
り
い
ま
せ
ん
。
フ
レ
ン
ズ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

て
地
道
に
理
解
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
を
持
ち
、
と
り
ま
と
め
に
汗
を

か
い
た
こ
と
で
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ
に
対
す
る
理
解
や
日
本
へ
の
信
頼
が
高

ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
国
際
保
健
分
野
の
人
的
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
国
首
脳
や
国
連
機
関
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
Ｕ
Ｈ
Ｃ

が
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
も
、
そ
の
後
の
展
開
を
い
く
ら
か
で
も

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
要
因
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
フ
レ
ン
ズ
グ
ル
ー

プ
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
が
な
け
れ
ば
、
い
ま
で
も
「
Ｕ
Ｈ
Ｃ
？　

な

に
そ
れ
？
」
と
い
う
国
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

―
―
昨
年
九
月
に
は
菅
総
理
大
臣
が
国
連
総
会
の
一
般
討
論
演
説

を
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
形
で
行
い
、
相
当
な
分
量
を
割
い
て
コ
ロ

ナ
対
策
や
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

江
副　

菅
総
理
は
、
人
間
の
安
全
保
障
の
理
念
に
立
脚
し
、
Ｕ
Ｈ
Ｃ

の
達
成
に
向
け
、「
誰
の
健
康
も
取
り
残
さ
な
い
」
と
い
う
目
標
を

示
さ
れ
た
上
で
、特
に
三
つ
の
分
野
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
に
、

眼
前
の
コ
ロ
ナ
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
官
民
連
携
に
よ
り
治
療
薬

や
ワ
ク
チ
ン
な
ど
に
途
上
国
を
含
め
公
平
な
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ

る
こ
と
を
全
面
的
に
支
援
す
る
こ
と
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。第
二
に
、

コ
ロ
ナ
の
さ
ら
な
る
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
次
な
る
健
康
危
機
に
も
備
え

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
途
上
国
で
の
病
院
建
設
、
機
材
の
整
備
、
人

材
育
成
な
ど
を
通
じ
、
各
国
の
保
健
医
療
シ
ス
テ
ム
強
化
を
支
援
す

る
こ
と
で
す
。
第
三
に
、
よ
り
幅
広
い
分
野
で
健
康
安
全
保
障
の
た

め
の
施
策
―
―
例
え
ば
水
や
衛
生
、
栄
養
な
ど
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
も
講
じ
て
い
く
。

　

こ
れ
ら
を
進
め
る
上
で
、日
本
は
一
七
〇
〇
億
円
を
超
え
る
医
療
・

保
健
分
野
で
の
対
外
支
援
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
を
感
染
症
対
応
の
鍵
と
し
つ
つ
、
検
証
・
改
革
の
必
要

性
や
、
そ
こ
へ
の
協
力
も
明
言
さ
れ
ま
し
た
。

―
―
一
〇
月
に
は
茂
木
外
務
大
臣
が
出
席
し
て
、
フ
レ
ン
ズ
グ
ル
ー

プ
の
閣
僚
会
合
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

江
副　

こ
れ
に
は
有
志
国
の
閣
僚
の
ほ
か
、
国
連
事
務
総
長
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
事
務
局
長
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｆ
事
務
局
長
、
予
防
接
種
の
国
際
機
関

で
あ
る
Ｇ
ａ
ｖ
ｉ
事
務
局
長
、
感
染
症
流
行
対
策
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

連
合
（
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
）
事
務
局
長
ら
が
参
加
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対

応
能
力
や
健
康
危
機
へ
の
備
え
の
強
化
を
確
認
し
ま
し
た
。
茂
木
大

臣
か
ら
は
、
国
際
社
会
と
協
力
し
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
実
現
に
尽
力
す
る
と
し

た
上
で
、
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
昨

年
六
月
に
日
本
が
Ｇ
ａ
ｖ
ｉ
増
資
会
合
で
約
束
し
た
当
面
三
億
ド
ル

規
模
の
拠
出
の
う
ち
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｘ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
（
国
家
の
経
済

力
に
か
か
わ
ら
ず
、
ワ
ク
チ
ン
へ
の
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る

取
り
組
み
）
の
途
上
国
向
け
枠
組
み
に
一
・
三
億
ド
ル
以
上
の
拠
出
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を
行
う
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
話
は
よ
い
例
で
す
が
、
途
上
国
に
お
け
る
医
療
や
医

薬
品
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
非
感
染
症
や
母
子
保
健
な
ど
の

必
須
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
も
Ｕ
Ｈ
Ｃ
の
重
要
な
要
素
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
先
進
国
を
含
め
た
切
迫
し
た
課
題
で
も
あ
り
、
国
際

社
会
が
そ
の
重
要
性
を
認
識
す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
事
務
総
長
の
言
葉
を
借
り
る
と
，「（
世
界
中
の
）
す
べ
て
の
人

が
安
全
で
な
け
れ
ば
誰
も
安
全
と
は
言
え
な
い
」と
い
う
こ
と
で
す
。

動
き
始
め
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
改
革

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
拡
大
す
る
状
況
の
中
で
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
へ

の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

江
副　

当
時
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
置
か
れ
た
状
況
や
そ
の
権
能
か
ら
考
え
る

と
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
た
と
説
明
し
て
い
ま
し
た

が
、
初
動
や
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
時
期
を
は
じ
め
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
対

応
に
疑
問
や
批
判
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年
五

月
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
に
お
い
て
、
今
回
の
対
応
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

検
証
す
る
こ
と
を
、
加
盟
国
間
で
合
意
し
て
い
ま
す
。
昨
年
九
月
に

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
外
に
独
立
外
部
評
価
パ
ネ
ル
を
設
置
し
各
国
の
有
識
者
や

専
門
家
に
よ
る
検
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
自
身
も
国
際
保

健
規
則
と
い
う
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う
な
公
衆
衛
生
危
機
に
関
す
る
国

際
規
則
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
今
年
五
月
の
Ｗ
Ｈ

Ｏ
総
会
ま
で
に
結
果
を
提
言
と
し
て
加
盟
国
に
提
示
さ
れ
る
予
定

で
、
日
本
と
し
て
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

―
―
よ
り
根
本
的
な
Ｗ
Ｈ
Ｏ
改
革
の
議
論
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

江
副　

そ
も
そ
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
機
能
と
は
何
か
―
―
Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
に
は

「
全
て
の
人
々
が
可
能
な
最
高
の
健
康
水
準
に
到
達
す
る
こ
と
」
を

目
的
と
し
て
そ
の
任
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
ま
か
に
い
え

ば
、
①
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
調
整
、
②
規
範
設
定
や
技
術
的
ガ
イ
ダ

ン
ス
、
③
技
術
的
支
援
や
助
言
、
④
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
⑤
資
金
調

達
、
⑥
研
究
開
発
、
な
ど
で
す
。
し
か
し
現
在
に
お
い
て
こ
れ
ら
全

て
の
要
素
を
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
み
が
担
う
の
が
現
実
的
な
の
か
。
例
え
ば
①

～
③
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
、
む
し
ろ
強
化
す
べ
き
で
す

が
、
④
～
⑥
は
必
ず
し
も
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
全
て
を
や
ら
な
く
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
選
択
と
集
中
の
議
論
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
関
係
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
Ａ
Ｃ
Ｔ
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
」

で
す
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
は A

ccess to CO
V
ID
-19 T

ools 

の
頭
文
字
で
、

安
全
で
効
果
が
あ
り
手
頃
な
価
格
の
ワ
ク
チ
ン
・
治
療
・
診
断
の
開

発
・
生
産
お
よ
び
公
平
な
ア
ク
セ
ス
を
加
速
化
さ
せ
る
目
的
で
、
昨

年
五
月
に
発
足
し
た
国
際
枠
組
み
で
す
。
日
本
を
含
め
九
ヵ
国
・
地

域
や
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
そ
し
て
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
・
ゲ
イ
ツ
財
団
な
ど
が
共

同
提
案
し
、
他
の
国
々
や
機
関
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
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こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対

応
に
関
わ
る
国
際
支
援
に
お
い

て
、「
ワ
ク
チ
ン
」「
治
療
」「
診

断
」
と
い
う
三
つ
の
柱
を
立

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
最
も

得
意
と
す
る
国
際
機
関
や
団
体

で
分
担
す
る
仕
組
み
で
す
（
図

参
照
）。
例
え
ば
、
ワ
ク
チ
ン

は
開
発
・
製
造
を
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｉ

（
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
官
民
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）、
デ
リ
バ
リ
ー

を
Ｇ
ａ
ｖ
ｉ
、
調
達
・
連
携
を

Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
担
い
ま
す
。
す
で
に

国
際
保
健
で
は
一
般
化
し
て
い

る
市
民
社
会
や
民
間
企
業
と
の

協
働
の
あ
り
方
を
含
め
国
際
保

健
の
枠
組
み
の
一
つ
の
方
向
性

を
示
す
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま

す
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
時
代
、
ま

た
、
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
見
据

え
、
国
際
保
健
外
交
を
ど
う
進
め
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

江
副　

保
健
領
域
の
国
際
的
取
り
組
み
と
し
て
は
、
熱
帯
地
域
の

疾
病
を
研
究
す
る
「
熱
帯
医
学
」
か
ら
、
よ
り
幅
広
く
発
展
途
上

国
へ
の
国
際
協
力
の
視
点
を
加
え
た
「
国
際
保
健
（International 
health

）」
に
発
展
し
、
近
年
は
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
背

景
に
途
上
国
・
先
進
国
共
通
の
地
球
規
模
課
題
と
し
て
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
ヘ
ル
ス
」
と
い
う
概
念
が
主
流
と
な
り
、
国
際
保
健
外
交
の
重

要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
は
、
特
に
猛
威
を
振

る
う
欧
米
先
進
国
を
含
め
、
保
健
問
題
が
途
上
国
や
保
健
当
局
間
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
安
全
保
障
、
経
済
、
開
発
と
も
関
連
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
外
交
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
烈
に
想
起
さ
せ
、
一
国
中

心
主
義
と
多
国
間
主
義
の
葛
藤
の
中
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
保
健
の
枠

組
み
（Global health architecture

）
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
再
構

築
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
折
し
も
自
由
民
主
党
か
ら
は
、
存
在
感
の
あ

る
国
際
保
健
外
交
を
後
押
し
す
る
と
し
て
、「
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
の

わ
が
国
の
国
際
保
健
外
交
に
向
け
た
提
言
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
来
、
人
々
の
命
を
扱
う
保
健
医
療
分
野
は
、
国
同
士
の
信
頼
醸

成
や
国
際
協
調
の
基
盤
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
保
健
医
療
で
信
頼
を

築
い
て
き
た
日
本
と
し
て
、
国
際
社
会
、
官
民
の
知
恵
と
リ
ソ
ー
ス

を
糾
合
し
、
こ
の
危
機
を
国
際
協
調
の
好
機
に
で
き
る
か
、
そ
の
真

価
が
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
●
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